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探究の出発点となる問いを⽴てるためには状況に応じた論理的思考⼒が必要です。本ガイドでは、論理
的思考⼒の⼀つである演繹推論の論理的な妥当性を⾼めるリフレクション（振り返り）⼒のアセスメン
ト（測定）について解説します。 

例題 

某アイスクリーム店の店⻑は、アルバイトの⾼校⽣と、先ほど帰納推論した規則に基づいて、以下の①
から⑨のように演繹推論しました。以下の⼆つの選択肢のうち、演繹推論の妥当性を⾼める適切な問い
はどちらでしょうか？ 

① 「最⾼気温が⾼ければ、来客数が多い傾向があることがわかった。」 
② 「じゃあ、来客数が多いなら、最⾼気温が⾼いとも⾔えますね。」 
③ 「次の⽇曜⽇は最⾼気温が⾼いらしいよ。」 
④ 「来客数が多ければ、ジュースの売上も増えますね。」 
⑤ 「来客数が多くなければ、ジュースの売上は増えないってことだな。」 
⑥ 「ジュースの売上が増えるなら、ジュースの仕⼊れ量を増やす必要がありますね。」 
⑦ 「ジュースの仕⼊れ量を増やす必要がなければ、ジュースの売上は増えないな。」 
⑧ 「つまり、最⾼気温が⾼ければ、ジュースの仕⼊れ量を増やす必要がありますね。」 
⑨ 「では、次の⽇曜⽇はジュースの仕⼊れ量を増やさなければ。」 

選択肢 

1. 「最⾼気温が⾼ければ、来客数が多い傾向がある（①）」からといって、「来客数が多いなら、最⾼
気温が⾼い（②）」とは⾔えないのではないか。 

2. 「ジュースの売上が増えるなら、商品の仕⼊れ量を増やす必要がある（⑥）」とはいえ、「商品の仕
⼊れ量を増やす必要がなければ、ジュースの売上は増えない（⑦）」とは⾔えないのではないか。 

解法のポイント 

演繹推論とは 

演繹推論とは、既存の規則（原理や法則など）をつなぎ合わせた推論の道筋によって未知の結果を論理
的に予測する思考⽅法です。つなげた個々の規則は妥当なものであっても、その使い⽅や組み合わせ⽅
を間違うと、誤った結果を導いてしまいます。 

実際の探究学習においても、既存の規則（原理や法則など）を組み合わせた推論の道筋によって未知の
結果を予測し、その結果を確かめることにより個々の規則の適⽤範囲や限界を検討するような場⾯に役
⽴ちます。 

Qi アセスメント演繹推論編では、より確かな予測ができるように、推論を振り返りその道筋を適切なも
のにする（リフレクション）⼒を測ります。 
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演繹推論のプロセス 

演繹推論は⼤きく、以下の 3 つのフェーズから構成されます。Qi アセスメントでは①が問題⽂として提
⽰され、②の⼒が測られます。 

① 既知の規則を連結する：与えられた条件や仮定した状況（前提）に関連した規則を次々につなげる
ことにより、⼀連の推論の道筋を作ります。 

② ⼀連の推論の道筋をリフレクションする：つなげられた個々の規則を正しいものと仮定して、⼀連
の推論の筋道を振り返り、規則の適⽤に論理的な誤りがないか、規則のつなげ⽅は適切か、を問い
直します。 

③ 現状へ適⽤し未知の結果を予測する：リフレクションによって、論理的に精緻化された⼀連の推論
の道筋を、与えられた条件や仮定した状況（前提）に適⽤し、もっともらしい結果を推測します。 

実際の探究では、この結果を仮説として、実験や観察などを通じて検証します。 

解答・解説 

１は適切な問いです。「A（前提）ならば B（結果）」という規則は、A のときに B が起きることだけを
表し、Bが起きるのは Aのときに限るという意味ではありません。したがって、元の規則を「Bならば
A」と⾔いかえて使うのは、必ずしも正しくありません。実際には、A でなくても B になることがある
からです。 

2 は不適切な疑問です。「Bでなければ Aも成り⽴たない」と改めて問うことは、「Aならば B」という
規則を使って推論することではありません。Aと Bの関係そのものや、因果の向きを問い直すことにな
るため、今回の演繹推論の検討としては適切ではありません。 


